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令

平成年月日 水曜日 第号官 報

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

〇
厚
生
労
働
省
令
第
八
号

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法

律
第
百
十
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す

る
医
療
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

第
七
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
二
条
の
三
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
契
約
の
相
手
方
に
書
面
の

交
付
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
二
項
中
「
建
築
士
」
と
あ
る
の
は

「
設
計
受
託
契
約
又
は
工
事
監
理
受
託
契
約
の
当
事
者
」
と
、「
結
果
の
報
告
」
と
あ
る
の
は
「
書
面
に
記
載
す
べ

き
事
項
の
通
知
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条
を
削
る
。

第
九
条
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
し
、
第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
を
一

条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

（
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
四
第
一
号
中
「
第
二
条
第
六
項
」
を
「
第
二
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
十
四
号

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政

令

内
閣
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
百
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
七

年
四
月
一
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

法
務
大
臣

上
川

陽
子

農
林
水
産
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

太
田

昭
宏

経
済
産
業
大
臣

宮
沢

洋
一

政
令
第
十
五
号

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
百
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
五
十
四
号
）
第
四
十
七
条
第
二
項
、
第
七
十
条
の
十
及
び
第
七
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。（

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
二
年
政
令
第
三
百
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
第
七
十
条
の
九
第
三
項
及
び
第
七
十
条
の
十
第
三
項
」
を
「
第
七
十
条
第

二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
中
「
第
七
十
条
の
九
第
三
項
」
を
「
第
六
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
公
正
取
引
委
員
会
の
審
判
費
用
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

公
正
取
引
委
員
会
の
審
判
費
用
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
三
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
調
査
手
続
に
お
け
る
参
考
人
及
び
鑑
定
人
の
旅

費
及
び
手
当
に
関
す
る
政
令

（
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
第
二
項
の
審
査
官
の
指
定
に
関
す
る
政
令

の
一
部
改
正
）

第
三
条

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
四
十
七
条
第
二
項
の
審
査
官
の
指
定
に
関
す
る

政
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中
「
行
い
、
及
び
審
判
に
立
ち
会
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日（
平

成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎


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